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２．工事概要
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　本工事は、土砂の斜面崩壊に加え、岩盤崩壊により土砂生産が活発に進行する白谷の
白谷第１号砂防堰堤の腹付及び天端嵩上補強を行う工事である。それにより、砂防堰堤
の長寿命化を図り、下流住民を土砂災害から守ることが目的である。

　砂防土工 　間詰工
　　掘削
　　埋戻し

　　間詰コンクリート

　　足場

③白谷砂防堰堤群における土石流災害防止対策

　本工事の施工箇所は中部山岳国立公園内に位置し、活火山焼岳の麓にある平湯川支流
『白谷』である。白谷の上流部には大崩壊地が形成され、不安定な土砂が大量に堆積し
ている。そのため集中的な降雨になると土石流が頻発する『土石流危険渓流』である。

　　　　　　　　　　　　　　　 　　もりした　きいち　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかだ　　けいすけ

　　　現場代理人　森下　貴一

【キーワード】 土石流

 （全体工期:令和４年３月８日～令和４年１１月２８日）
 （実 工 期:令和４年４月１日～令和４年１１月２８日）

　蒲田建設（株）　　令和３年度白谷砂防堰堤群工事

　　　○監理技術者　中田　圭介

　　整地 　構造物撤去工

　仮設工
　　挿筋
　　コンクリート削孔

　除石工
　　掘削　　腹付、嵩上コンクリート

　　残存型枠　化粧
　　残存型枠　有孔タイプ
　　一般型枠

　　残存型枠　有孔タイプ

　堰堤本体工

　本稿では、白谷砂防堰堤群における土石流発生状況及び対策について報告する。

　　工事場所　:　　岐阜県　高山市　奥飛騨温泉郷　一重ヶ根地先

　　土砂等運搬 　側壁・水叩工

　　土砂等運搬
　堆積土砂除去工（実績作業）

写真-１ 白谷第1号砂防堰堤 着工前 写真-２ 白谷第1号砂防堰堤 今年度完成



３．本工事における課題

　３．１　過去の白谷流域土石流発生状況（過去２０回分）
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　３．２　土石流発生の傾向

27 28 上流域でのゲリラ豪雨、発生時は時間雨量4ミリ

　◇　第１波発生後も、雨が降り続く場合には２波、３波の注意が必要。
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　冒頭にも記載したが、白谷は土石流が頻発する危険な渓流であるため、土石流に対す
る安全対策が一番の重要課題である。
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同日に3回発生

　◇　観測雨量に関係なく、上流域の局地的な豪雨での土石流発生もある。
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　今年の発生から過去２０回分（７年間）の土石流の発生状況を下記にまとめた。今回
は土石流ワイヤーセンサーが切断した規模の土石流を対象とした。

　◇　時間雨量２０mm付近（平均２０．７ｍｍ）で土石流発生率は非常に高くなる。

備考

　　　６～７月梅雨時期、８月夕立、９月台風時期に頻繁に発生している。
　◇　月毎の発生状況→（６月２回）（７月７回）（８月５回）（９月６回）
　◇　土石流は毎年発生しており、２０１８年は９回も発生している。
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４．土石流に対する安全対策

　４．１　現地状況、地形の把握

　４．２　土石流監視機器、警報設備、雨量観測

　ここ数年において通信環境、機器類の性能が格段に良くなっている。土石流監視カメ
ラ、土石流ワイヤーセンサー、警報装置、気象観測機器は無線ＬＡＮ及びソーラー電源
により設置場所を自由に選択できる。また、どこにいてもリアルタイムに現場の観測情
報等を取得できる。

　土石流の発生要因となる雨量は、雨量計
を可能な限り施工箇所の最上流に設置する
のが大事である。しかし、白谷最上流付近
は斜面崩壊により立入が不可能なため、可
能な限り上流で危険区域手前の施工箇所か
ら８００ｍ上流に雨量計を設置した。

　可能な限り上流に雨量計を設置すること
で、土石流発生源付近の雨量観測ができ、
早めの作業判断が可能となる。
　本来であればまだ上流に設置したいとこ
ろだが、今後の検討課題である。

【写真-５　現場上流　雨量計・土石流監視カメラ】

【写真-３　ドローンによる現地調査】

【写真-４　地図アプリ　航空写真による現地地形確認】

　土石流危険渓流で施工するにあたり、ま
ず大切なことは現地調査である。近年では
危険箇所に立入らずドローンでの調査、地
図アプリの航空写真で簡単に現地状況を把
握できる。
　航空写真で距離測定も行えるため、土石
流対策で必要な各機器類の設置場所の検討
材料にもなる。写真-４により上流域が扇状
に崩壊しているため土石流の危険度が非常
に高いことが一目でわかる。

施工箇所 現場最上流部

直線約２ｋｍ

雨量計・ワイヤーセンサー

施工箇所より８００ｍ上流



　４．３　過去の土石流データによる作業判断基準の設定

　４．４　土石流の前兆、ゲリラ豪雨の察知
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　　４．４．１　雨雲レーダーアプリの有効活用

５．まとめ

観測雨量１５ｍｍ

土石流発生　観測雨量４ｍｍ
800ｍ上流ワイヤーセンサー切断

山頂付近でのゲリラ豪雨による土石流
土石流発生２０分前に避難完了

【写真-７　雨雲レーダーアプリ】

　現場調査により現地状況を把握し、雨雲レーダーの情報収集と周辺の状況変化に気づ
き、早めの避難体制とすることが重要である。現場の被害は取戻せるが、人的被害は取
返しがつかない。『危険な場所で作業をしている』という意識しっかり持ち、現場従事
者の安全確保に今後も努めて行きたい。

　土石流の発生要因のゲリラ豪雨を早めに察知する方法として、一番
大事なのが雨雲レーダーの確認である。
　近年は、雨雲レーダーアプリも充実して
おり、無料版でも十分に現場で活用でき
る。現場地点の雨雲通知機能の設定によ
り、ゲリラ豪雨の早期察知も可能となる。

【写真-６　R4.6.21　土石流発生直後　施工箇所】

【R4.6.21　土石流発生　時系列】
雨雲レーダー　雨雲接近通知
山頂付近が見えない、空が暗い
上流からの冷たい風、風向き変化
観測雨量０ｍｍ　作業一時中止
作業員避難、機械の退避　完了

土石流施工現場通過

　３．１　過去の白谷流域土石流発生状況を踏まえ、気象条件の作業判断基準は、土石
流の発生前に避難できるように、他現場より厳しく設定し、下記通りとしている。

２４時間雨量 ２０mm以上 ２４時間雨量 ３０mm以上
降雨（河川内作業）

雨雲レーダー
雨量に関わらず、現場５ｋｍ圏内に５ｍｍ以上の雨
雲がある場合、作業一時中止

警戒基準 中止基準気象条件

時間雨量　５mm以上 時間雨量　１０mm以上

土石流の前兆

ゲリラ豪雨の察知

目視で確認

体、肌で感じる

濁り・増水、減水・

上流の山、空の様子・雨雲レーダー

音で確認 山鳴り・地鳴り

気温の変化・風向きの変化


